
平成28年度防災部会の活動
「コミュニケーション」と「継続」

防災部会長　神　谷　和　之

翼まち協の院災活動にご理解・ご協力を頂き、ありがとうございました。各活動体験でコミュニケーシ
ョンをとり、大勢の人と楽しみながら自然と身についていけると、災害時に自然と体が動き避難所活動に

役立つと思います。「やらなきやいけない」と思うのではなく「やりたいな」と思う活動を継続していけ

れば最高です。

今年度の総合防災訓練は翼小学校で実施しました○新しい取り組みとして湯を入れるだけで、おいしいませごほんが食べられる、非常

食のアルファ化米の試食を行いました。
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両いきいきクラブ（湯山クラブ翼豊神会）で避難所の開設訓練を行いました。テントを張ったり、発電機を動かしたり、いざという
持たよりになります。

翼ふれあいプラザにて実施しました。AEDを使う時には緊張し
ますが全員熱心に受講しました。

刈谷防災ボランティア代表の山下様と7名のボランティアをお招きして

日常品を利用した防災備品の製作について指導を受けました。

生活用水として利用してください。


